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 Withコロナの行事としての運動会  

 毎年のことですが，当日の朝まで天気は心配です。そうして迎えた，コロナ禍で行う特別な運動会でした。

開会式の前半こそ，テントの中で行う形をとりましたが，他は，雨の影響がほとんどなくでき，安心している

ところです。様々な制限があった運動会でしたが，それが故に，コンパクトで，子どもたちはよく集中した運

動会になりました。内容を表現運動とリレーに絞らせてもらいましたが，一人一人が主役になり，内容の濃い

ものになったと思っています。子どもたちは６年生を先頭によくがんばり，見ていただいた皆さんが感動して

いただける運動会になったと思っています。 

保護者の皆さんには，観覧エリアの入れ替えなど，放送等の指示に従っていただきありがとうございました。

何より，ご観覧の皆さんが集中してご観覧いただいたことで，会場全体で子どもたちを主役にした運動会にで

きたと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１・２年生 表現 「今日から俺は!! おがさはらバージョン」 

３・４年生 表現 「２０２０おがしょうソーラン」 

５・６年生 表現 「We get the victory」 
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「With コロナ」といわれることがあります。コロナウイルスもやがて，インフルエンザウイルスと同じよ

うなウイルスとして，人類は付き合っていくようになるのでしょうか。 

今年の運動会は，私たち教職員もそうなのですから，子どもたちも，そして保護者の皆さんも，どうしても，

昨年度までの運動会と比べてしまうと思います。今年の運動会を「種目数が少ない」「取り組みが限られてい

る」「観覧場所が確保できない」「お弁当を食べられない」などの物足りなさを感じてしまうのではと思います。

上に兄・姉のいない，初めての小学校の運動会だった１年生やその保護者の皆さんはどう感じたのでしょう。

保育園・幼稚園の運動会と比べてやはり物足りないと感じたのでしょうか。 

しかし，With コロナ・新しい生活様式の，新しい行事と考えてみると，こういう形で保護者の皆さんと楽

しい時間を共有する体育行事でもいいのかな，これはこれでありなのかなとも感じました。もちろん，今年の

コロナ禍がなければ，例年の運動会に近い形の運動会を行っていたと思います。 

 With コロナだけでなく，教職員の多忙化の問題・学校行事のスリム化を図ることなどから，運動会などの

行事が学校教育に及ぼす「マイナス」の面について指摘する学者や評論家もいます。これまでは，目標をしっ

かり定め，その目標を達成するために，全員が同じ方向を向いて取り組み，子どもたちの成長に「プラス」に

なる面が大きいので，運動会をはじめとする行事にたくさんの時間をかけて取り組んできたのです。そして，

大きな成果を上げてきたことは確かなことです。 

これらを踏まえた上で，今回の運動会の形を，With コロナ・新しい生活様式の中で行う行事の一つの提案

として考えていただき，今後，職員会議・ＰＴＡの話し合いの中で，運動会をはじめとする行事のあり方を検

討していきたいと思います。今年は，アンケートもお願いをします。ご感想などをお寄せください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

てくださっている方もいますが，地域の子どもたちを地域の皆様が温かく見守ってくださり，育てていただい

ていることを大変ありがたく思っています。ときには，子どもたちのトラブルにも対応してくださっています。 

 子どもたちには，見守り活動をしてくださっている方々へ感謝の気持ちをもってほしいと思っています。 

９月１９日（土）の山梨日日新聞の記事です。 
 

見守り隊の皆様の活動には大変感謝をしております。子どもたちの安全・安心

のため，夏の暑い日も，雨の日も見守り活動をしていただいております。 

 学校の使命の大原則は，子どもたちの命を守ることです。今年は，コロナウイ

ルスへの対策も含まれてしまいますが，１日のうち，子どもたちの命の危険があ

る場面といってまず浮かぶのは，登下校です。教職員の目の届かない場面であり，

交通事故をはじめ，不審者等との遭遇の危険が考えられ，心配な場面です。 

 保護者の皆さんやおじいちゃん・おばちゃんで，子どもたちと一緒に登校をし 


